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したものはDFO投与により集積pattern，　RI集積比と

も正常化した．以上，骨シンチグラフィはRODの骨病

変の把握や経過観察に有用であることが示された．
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　造血器疾患42症例に対し，1111n－Cl3骨髄シンチグラ

フィにおける腎への高集積の意義について検討した．

　D　腎高集積群の骨髄機能は低下が示唆されたが，腎

非集積群との間には，あまり有意差を認めなかった．

　2）腎高集積群は，腎非集積群よりも有意なUIBC

値の低下を認めた．

　3）腎高集積群と腎非集積群との間で，BUN，　Crは

有意差を認めなかった．

　腎への集積は，骨髄機能の程度よりも，鉄結合能飽和

度との関連が強く，鉄結合能飽和度の高い症例で，腎高

集積が多くみられた．

20．各種99mTc標識コロイドの骨髄集積性に関する基
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　各種99mTc一コロイド（99mTc－Sn，　phytate，　sulfur　colloid

（SC），　Antimony　sulfide　colloid（ASC））の骨髄集積性に

つき，基礎的に検討し，次の結果を得た．

　標識率は調整後6時間ではSnがやや劣るものの，他

は99％の標識率を認めた．

　血中残存率はT1／2はSnで4．8分と最も優れ，　SCで

1．5分であり30分後の残存率でもSCが1．8％と少なく，

ASCでも9．0分であった．

　家兎組織内分布では，Snは投与量の71．7％で肝，骨

髄で7．4％，phytateで肝に57．3％，骨髄に9．2％，　SCで

肝で82．0％，骨髄で10．3％，ASCで肝で65．3％，骨髄

511

で21．3％とASCが骨髄へもっとも高く集積がみられた．

　シンチグラム上もASCはSCに比して骨髄スキャン

濃度が高く，30分以内では膀胱は描出されなかった．

　99mTc－SCは骨髄内集積が高く，投与後30分で膀胱

が描出されず，既存の99mTc・コロイドのうちでは優れ

た骨髄スキャン剤であるが，ASCも優れた骨髄スキャ

ン剤と考えられた．

21．VX・2担癌家兎における高カルシウム血症の成因の
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　進行した末期の悪性腫瘍では高Ca血症の合併は，ま

れではない．今回われわれはVX－2移植家兎における高

Ca血症の成因を，核医学的手段，つまり骨シンチグラ

フィとSingle　photon　absorptiometryによる骨塩量測

定により評価を加えた．

　VX－2担癌家兎は移植4週目に高Cユ血症を呈したが，

サケカルチトニン（SCT）投与群では高Ca血症の発現

を抑制した．Single　photon　absorptiometryによる骨塩

量測定ではVX－2移植側の大腿骨の骨塩量は正常家兎に

比して明らかに低下していたが，SCτ投与群では骨から

のCaの脱灰を予防できた．

　骨シンチグラフィによるRI　uptake　ratioの検討では，

高Ca血症を呈した家兎では移植側の大腿骨ばかりでな

く，全身の骨への強い集積が認められた．
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香川医科大学で甲状腺全摘後分化型腺癌に対するヨー

ド内用療法施行時に行われてきたRI検査（1－1313mCi

シンチ，T1－201シンチ）の転移巣検出における有用性を
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